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長野県

小布施町 山ノ内町こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

委　員　長　石　川　眞　男
副委員長　笠　原　則　孝
委　　員　斉　藤　嘉　和
委　　員　筑井あけみ
委　　員　島　田　榮　一

まとめ

●
小
布
施
町
の
概
要

　
長
野
県
北
部
の
人
口

１
万
１
０
０
０
人
の
小
布
施

町
。「
忘
れ
去
ら
れ
た
」
寒

村
だ
っ
た
こ
の
町
は
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
「
妄
想
と
行
動
」

の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
年
間

１
０
０
万
人
以
上
の
観
光
客

が
訪
れ
る
全
国
で
も
有
名
な

町
に
な
り
ま
し
た
。

（
小
布
施
若
者
会
議
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
よ
り
）

　
昭
和
51
年
の
「
北

斎
館
」
会
館
以
来
、

観
光
地
づ
く
り
の
成

果
と
自
信
の
上
で
の
小
布

施
若
者
会
議
と
い
え
る
。

　
町
の
魅
力
づ
く
り
は
、
自

由
、
大
胆
で
多
様
な
発
想
、

時
間
と
根
気
そ
れ
も
世
代

を
つ
な
ぐ
多
く
の
人
々
の

努
力
の
積
み
重
ね
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

小布施町の「小布施若者会議」を視察研修

交流人口の増加で町の知名度がアップ

総 務 常任委員会

友好都市　山ノ内町の玉村町町民の森を視察

●「
小
布
施
若
者
会
議
」と
は

①
小
布
施
町
は
、
東
京
理
科
大
学
、
慶

應
義
塾
大
学
等
と
研
究
機
関
を
設
置

し
て
き
た
。

　
　
日
米
学
生
会
議
や
地
域
づ
く
り
イ

ン
タ
ー
ン
な
ど
若
者
交
流
事
業
の
中

か
ら
「
小
布
施
若
者
会
議
」
が
生
ま

れ
た
。

②
「
若
者
が
田
舎
に
一
堂
に
会
し
、
新

た
な
地
方
の
価
値
や
可
能
性
を
議
論

す
る
場
、
そ
れ
が
全
国
に
伝
播
す
る

こ
と
で
、
地
方
か
ら
日
本
を
元
気
に
。

そ
し
て
小
布
施
の
理
解
を
深
め
る

き
っ
か
け
に
」
を
合
言
葉
に
、
今
年

で
４
回
目
の
会
議
と
な
る
。

　
　
関
東
圏
を
中
心
に
１
０
０
人
ほ
ど

の
若
者
が
、
宿
泊
等
し
な
が
ら
２
泊

３
日
、
夜
を
徹
し
て
議
論
す
る
。

　
　
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
体

育
館
、
分
科
会
は
民
家
や
店
舗
な
ど

で
縦
横
に
開
か
れ
る
。

③
信
州
若
者
１
０
０
０
人
会
議
を
は
じ

め
札
幌
、
名
古
屋
、
京
都
、
宮
崎
等

全
国
に
若
者
会
議
を
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

小布施町での研修の様子

今
回
は
、
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
長
野

県
小
布
施
町
と
山

ノ
内
町
へ
調
査
に
行

き
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
小
布
施
町
の
「
小

布
施
若
者
会
議
」

を
報
告
し
ま
す
。




